
海洋数値モデリング入門
9/8 1,2,4,5時限
9/9 1,2,3,4時限
1 8:30～10:00, 2 10:20～11:50

3 12:40～14:10, 4 14:30～16:00

5 16:20～17:50

9/8 第1回：「モデル」とは何か
第2回：海洋数値モデルの概要
第3回：海洋数値モデルの構築 （瀬戸内海モデル）
第4回：海洋数値モデル結果の解析(1)

9/9 第5回：海洋数値モデルの計算手法
第6回：海洋数値モデル結果の解析(2)

第7回：海洋数値モデルの最適化

成績：レポート（２回以上の欠席は評価しない）

2014年9月8日・９月９日
講師：宮澤泰正
（独立行政法人海洋研究開発機構）
(JAMSTEC)



独立行政法人海洋研究開発機構

海に関する研究は何でもやります。気候変動予測，温暖化予測，海流予測，地震，津波，海底探
査，海洋生物，地球シミュレータ，海中ロボット開発。。。



研究拠点



研究設備



地球シミュレータ1-2

地球シミュレータ1                      地球シミュレータ2

(2002-2009)                                (2009-)



海洋研究開発機構・アプリケーションラボ



海流予測
http://www.jamstec.go.jp/frcgc/jcope/

http://www.jamstec.go.jp/frcgc/jcope/


2004年黒潮大蛇行の予測成功
6/22-29観測(海上保安庁)

6/23-25初期値

8/10-17観測(海上保安庁)

8/8-10予測値



過去の黒潮大蛇行発生の様子

5年間続いた1975年発生の大蛇行 (Sekine 1992)

上流の小蛇行が下流に行くにつれて増幅した



2014年9月、再び引き金蛇行？
9/4 海上
保安庁
海洋速報

9/5

衛星観測
海面高度変動

7/28 JAMSTEC予測



2014年台風8号と海面水温変化

JAMSTEC海流予測モデル



東北沖「暖水舌」とサンマの不漁

JAMSTEC海流予測モデル海面水温



再解析・予測データの作成配布

渦を解像するJCOPE2海洋再解析
データ 10km格子、日平均

1993年衛星海面高度計定常運用
以来の日本の海況変動を記述

国内外の研究者に提供

2013年：延べ110件の配布

JCOPE2海流予測システムを開発



予測の社会展開
＜JAMSTECベンチャー＞
海流予測情報利用有限責任事業組合 (2006-2009)

株式会社フォーキャストオーシャンプラス (2009-)

衛星通信
接岸中の船舶

スーパーコンピュータスーパーコンピュータ
(海流予測計算)

航行中
の船舶

海流予測情報利用海流予測情報利用LLPLLP
(海流予測情報を作成・
加工・販売) 海流予測情報

48時間の航走
で最大約９%
の燃料消費量
節減を確認

日経新聞
2008/03/14



放射性物質拡散予測
読売新聞 2011/04/13   読売新聞 2012/03/07

MEXT/TEPCO

モニタリング地点

直接漏洩
5.5-5.9PBq

大気経由
5-10PBq

見積もり


